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参考資料 ３  イノシシの筋肉等の名称について 

 

と体の異常確認を的確に行い、捕獲作業や解体処理作業の衛生管理や効率性を高めるた

めの一助として、イノシシの主な筋肉の名称、肉の部位名や内臓を掲載します。 

 

（１）筋肉の名称 
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（３）イノシシの内臓 
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参考資料 ４  獣肉が原因となる食中毒等について 

 

食中毒とは、一部の種類の病原微生物や有害・有毒な物質が含まれた食品を飲食するこ

とによって起こる、健康被害のことです。食中毒の原因は主に「細菌・ウイルス・化学物

質・寄生虫」の４つに分けられます。 

食中毒の原因となる食品等は、腐敗と違い、味にも臭いにも変化が無く食べても異常に

気付かないのが特徴です。 

食中毒の主な症状は、腹痛、下痢や嘔吐等ですが、症状は原因となった菌や、個人差に

よっても異なります。 

一般的な食肉による食中毒の他に、食肉を食べることで野生動物から人へと感染する可 

能性のある感染症を紹介します。 

 

（１）Ｅ型肝炎ウィルス 

特  徴 ・ 動物が発生源となる人獣共通感染症の一つ。 

・ ウイルスに汚染された野生鳥獣等の生肉や生レバー、飲用水等の口からの摂

取により感染する。 

潜伏期間 ２～６週間 

症  状 発熱、全身倦怠感、食欲不振、嘔吐、褐色尿を伴う黄疸 

稀に劇症化することがある。 

妊婦が感染して発症した場合には、劇症化する率が高い。 

予防方法 ・ 食肉は中心部まで十分に加熱する。 

 

（２）カンピロバクター属菌 

特  徴 ・ 動物の腸管内に生息し、食肉や飲料水を汚染する。 

・ 熱や乾燥に弱い。 

・ 少ない菌量でも発症。 

潜伏期間 ２～７日 

症  状 発熱、倦怠感、頭痛、吐き気、下痢、血便 

予防方法 ・ 食肉は中心部まで十分に加熱する。 

・ 肉と他の食品との接触を避け、生肉からの二次汚染防止を徹底する。 

 

（３）サルモネラ属菌 

特  徴 ・ 動物の腸管、自然界（川や下水等）に広く分布。 

・ 生肉を汚染することが多い。 

・ 乾燥に強い。 

潜伏期間 ５～72時間 

症  状 激しい腹痛、下痢、発熱、嘔吐 

（症状が無くても、長期にわたり保菌者となることもある） 

予防方法 ・ 食肉や卵は十分に加熱する。 

・ 包丁やまな板等からの、二次汚染に注意する。 
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（４）腸管出血性大腸菌 

特  徴 ・ 動物の腸管内に生息する。 

・ 菌に汚染された飲食物や、患者から排出された大腸菌を口から摂取すること

によって感染する。 

・ 「Ｏ157」が代表的だが、その他に「Ｏ26」や「Ｏ111」が知られている。 

潜伏期間 ３～５日間 

症  状 激しい腹痛、激しい血便（発熱は少ない） 

（重症の場合は、溶血性尿毒症症候群（ＨＵＳ）や脳症等に至る場合もある） 

予防方法 ・ 食肉は中心部まで十分に加熱する。 

・ 生鮮食品（野菜や果物）は、よく洗う。 

・ 手洗いの徹底による二次感染防止。 

 

（５）黄色ぶどう球菌 

特  徴 ・ 人や動物、ホコリの中に常在する。 

・ 毒素（エンテロトキシン）を生成し、これが食中毒の原因となる。 

・ 毒素は耐熱性が高い（100℃で３時間の加熱でも破壊されない）。 

潜伏期間 １～３時間 

症  状 激しい吐き気、嘔吐、腹痛、下痢 

予防方法 ・ 手指や調理器具の洗浄・消毒。 

・ 手指に切り傷や化膿創のある場合は、食品に直接触れない。 

・ 食品を10℃以下で保存する。 

 

（６）エルシニア感染症 

特  徴 ・ エルシニア属に属する菌の感染が原因である感染症。 

・ 家畜や野性小動物（ネズミ等）が保菌し、糞尿によって汚染された食品を口

から摂取することによって感染する。 

・ 冷蔵庫内（０～４℃）でも増殖可能である。 

潜伏期間 ２～３日 

症  状 発熱、腹痛（特に右下腹部）、下痢 

予防方法 ・ 手指や調理器具の洗浄・消毒。 

・ 低温でも増殖可能なので、冷蔵庫を過信しない。 

 

（７）ウェルシュ菌 

特  徴 ・ 人や動物の腸管や、自然界（土壌や下水）に広く生息する。 

・ 100℃で３時間の加熱に耐える芽胞を作る。 

・ 食物と共に摂取されると、腸管内で毒素を作り、この毒素が食中毒を起こす。

・ しばしば大規模発生がある。 

潜伏期間 ６～１２時間 

症  状 下痢、腹痛（下腹部の張り） 

予防方法 ・ 加熱調理食品の冷却は、速やかに行う。 

・ 食品を保存する場合は、10℃以下または55℃以上を保つ。 

・ 加熱しても芽胞は死滅しないこともあるため、加熱を過信しない。 
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（８）ノロウィルス 

特  徴 ・ ウィルスに汚染された貝や、感染者の排出した菌を口から摂取することによ

って感染する。 

・ 少量のウイルスでも発症する。 

潜伏期間 24～48時間 

症  状 下痢、嘔吐、吐き気、腹痛、発熱（38℃以下） 

予防方法 ・ 手洗いを徹底する。 

・ 調理器具等は、次亜塩素酸ナトリウムや温湯による消毒が有効。 

（アルコールは効果が小さい。） 

 

（９）肺吸虫症状 

特  徴 ・ 吸虫（ジストマ）の寄生を原因とする寄生虫病。 

・ サワガニやイノシシの肉に寄生し、それらを食べることによって感染する。

  ※ 生のイノシシ肉を与えたため、猟犬が感染したと思われる報告例有り。

潜伏期間 感染３～４週間で肺へ移行 

症  状 咳、胸痛、血痰 

予防方法 ・ サワガニやイノシシ肉の生食を避ける。 

 

（10）肝てつ症 

特  徴 ・ 肝てつによる寄生虫症。 

・ 肝てつは、牛の胆管に寄生する。 

牛から排泄された肝てつの卵は、巻貝「ヒメモノアラガイ」内で成長 

後、水辺の植物（芹や稲）に付着する。 

・ 肝てつが寄生している牛のレバーや植物を、生で食べることで感染する。 

症  状 発熱、右腹の激痛、下痢、黄疸 

予防方法 ・ 水辺の山菜等はよく洗い、熱湯に通し生食を避ける。 

・ 牛等のレバーは、生食を避ける。 

 

（11）トリヒナ症（旋毛虫症） 

特  徴 ・ 旋毛虫の寄生を原因とする寄生虫病。 

・ 肉食及び雑食の哺乳類が保有している。 

・ 人へは、旋毛虫が寄生した豚、クマやイノシシの肉を食べることによって感

染する。 

※ 日本では、クマの肉を生で食べたことが原因の集団発生が起きている。

潜伏期間 感染１～６週間で全身に散らばる 

症  状 筋肉痛、顔面や手足の浮腫、旋毛虫が出現した場所での炎症 

（心筋炎、肺炎や呼吸不全によって死に至る例有り） 

予防方法 ・ 肉の生食を避ける。 

 

（12）豚丹毒 

特  徴 ・ 豚丹毒菌による感染症。（人が感染した場合は、類丹毒と呼ばれる） 

・ 人へは、保菌動物の排泄物や、菌に汚染された水や食肉等からの創傷感染が

ほとんどである。 
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潜伏期間 ２～７日 

症  状 皮膚疾患、関節炎、リンパ節炎 

（心内膜炎を伴う敗血症を起こすこともある） 

予防方法 ・ 食肉を取扱う場合は、手袋や長袖を着用して皮膚の露出を避け、手指を傷つ

けないよう注意する。 

そ の 他 発症が疑われるイノシシを発見した場合には、県家畜保健衛生所に情報提供 

をお願いします。 

※ 動物での症状 

  敗血症（臓器の出血等）、蕁麻疹（紅色の発疹）、関節炎 

 

（13）シカの慢性消耗病（chronic wasting syndrome: CWD） 

人への感染の可能性に大きな関心が寄せられているシカの慢性消耗病（CWD）について 

紹介します。北米では、年々、発生が広がっています。 

特  徴 ・ ＢＳＥ（牛海綿状脳症、いわゆる狂牛病）や、人間のクロイツフェルト・ヤ

コブ病と同じ、伝達性海綿状脳症の一種。 

・ 異常型プリオン蛋白質が原因になって起きる病気である。 

・ 唾液や血液を通じて伝播することが明らかになっている。 

・ 発症すると運動失調を呈し、歩行等に異常が現れる。 

・ 人への感染の可能性については不明。 
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